
略解がある問題については，自己採点して提出して下さい。

問 2

略解
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ここで, θはスリットからスクリーン上の点 (x0)を結ぶ線と光軸と

の角度であることに注意.
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であるから, θ
λ/D を基準目盛とする場合についても示した (上の軸).

幅Dの単一スリット (A2)を包絡線として, 複数スリット (B2)によ

る間隔∆θ = λ
2D の明暗の干渉が重ね合わされている.

同じスリットの本数を増やすと, ∆θ = λ
2D の間隔をもつ干渉の明る

い部分が狭まる. スリット同士の間隔を広げるとその間隔に反比例して,

∆θが狭まる.


